石水期・清沢満之における「現生正定聚論」の究明(下)清沢満之における「現在安住」の思想的背景 by 西本 祐攝
石
水
期
・
清
沢
満
之
に
お
け
る
「現
生
正
定
聚
論
」
の
究
明(
下)
—
清
沢
満
之
に
お
け
る
「現
在
安
住
」
の
思
想
的
背
景!
—
西 
本 
祐 
攝
「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
に
展
開
さ
れ
る
「現
生
正
定
聚
論
」
ー
 
有
限
無
限
観
の
展
開!
有
限
の
外
に
無
限
あ
り!
「在
床
懺
悔
録
」
を
書
き
終
え
た
直
後
、
満
之
は
一
八
九
五(
明
治
二
八)
年
二
月
の
初
め
か
ら
、
「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
を
起
稿 
す
る
。
同
年
の
三
月
末
ま
で
ほ
ぼ
ニ
ケ
月
に
わ
た
り
、
真
宗
の
聖
教
を
展
読
し
つ
つ
四
十
五
項
目
に
お
よ
ぶ
独
自
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
思 
索
を
展
開
し
て
い
る
。
全
体
の
構
成
は
、
〔
一
〕
は
「
総
説
」
、
〔
二
〕
か
ら
〔
ー
ー
〕
ま
で
が
「
有
限
無
限
論
」
、
〔
一
ニ
〕
か
ら
〔
一
六
〕 
ま
で
が
「
心
霊
論
」
、
〔
一
七
〕
か
ら
〔
二
〇
〕
ま
で
が
「神
仏
論
」
、
〔
ニ
ー
〕
か
ら
〔
二
九
〕
ま
で
が
「
仏
徳
論
」
、
〔
三
〇
〕
か
ら
〔
三 
四
〕
ま
で
が
「
浄
土
論
」
、
〔
三
五
〕
か
ら
〔
四
五
〕
ま
で
が
「転
迷
開
悟
論
」
と
一
応
整
理
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
別
々
の
テ
ー
マ
と
③
し
て
で
は
な
く
、
有
機
的
な
思
想
連
関
の
も
と
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
話
は
前
後
す
る
が
、
満
之
は
、
「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
を
執
筆
す
る
七
年
前
、
明
治
ニ
ー
年
『教
学
誌
』
に
連
載
し
た
「宗
教
哲
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学
講
義
」
の
冒
頭
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
哲
学
ハ
思
想
ヲ
以
テ
原
理
ヲ
考
究
ス
ル
ノ
学
ニ
シ
テ
其
中
二
種
ノ
判
別
ア
リ 
万
象
全
体
ノ
究
竟
原
理
ヲ
考
究
ス
ル
者
之
ヲ
純
正
哲 
学
卜
称
シ
特
殊
ノ
現
象
ニ
就
テ
其
基
本
タ
ル
原
理
ヲ
考
究
ス
ル
者
之
ヲ
特
殊
哲
学
ト
称
ス(
中
略)
今
将
二
講
述
セ
ン
ト
欲
ス
ル
所 
ノ
宗
教
哲
学
モ
亦
一
個
ノ
特
殊
哲
学
ナ
リ(
中
略)
蓋
シ
哲
学
二
純
正
哲
学
ト
特
殊
哲
学
ト
ノ
別
ア
ル
カ
如
ク
宗
教
哲
学
ニ
モ
総
関 
宗
教
哲
学
ト
特
殊
宗
教
哲
学
ト
ノ
別
ア
リ 
而
シ
テ
茲
二
講
ス
ル
所
ハ
ニ
者
中
ニ
テ
ハ
総
関
宗
教
哲
学
ヲ
指
ス
者
ト
知
ル
可
シ 
蓋 
シ
特
殊
宗
教
哲
学
ハ
各
宗
教
中
ニ
テ
必
ス
論
究
ス
ル
所
ニ
シ
テ
、
、
、
 
(
『全
集
』
第
一
巻
・
一
六
一
頁) 
す
な
わ
ち
、
哲
学
を
純
正
哲
学
と
特
殊
哲
学
に
別
け
、
宗
教
哲
学
を
特
殊
哲
学
の
中
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
、
さ
ら
に
宗
教
哲
学
を
、
 
「
総
関
宗
教
哲
学
」
と
「特
殊
宗
教
哲
学
」
に
分
類
す
る
。
こ
こ
で
は
「
宗
教
ト
称
セ
ラ
レ
得
ベ
キ
者
ニ
ハ
何
レ
モ
貫
通
セ
ル
原
理
ヲ
考 
究
ス
ル
」
の
が
総
関
宗
教
哲
学
で
あ
り
、
「各
宗
教
中
二
テ
必
ス
論
究
ス
ル
所
」
を
特
殊
宗
教
哲
学
で
あ
る
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
満
之 
の
こ
の
構
想
か
ら
す
れ
ば
、
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
は
「
総
関
宗
教
哲
学
」
に
あ
た
り
、
「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
は
「
特
殊
宗
教
哲
学
」 
に
当
た
る
と
い
え
よ
う
。
「
他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
は
、
満
之
の
こ
の
よ
う
な
構
想
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意 
味
で
、
こ
の
二
つ
の
著
述
は
今
村
仁
司
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
同
一
の
構
想
の
下
に
あ
る
双
子
著
作 
(
『清
沢
満
之
語
録
』
岩
波
現
代
文
庫
岩
波
書
店 
四
五
六
頁) 
と
い
う
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
に
展
開
さ
れ
る
満
之
の
有
限
無
限
観
は
、
藤
田
正
勝
氏
が
指
⑤
摘
す
る
よ
う
に
、
三
年
前
の
著
作
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
か
ら
の
新
た
な
展
開
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
満
之
は
、
す
で
に
大
学
第
三
年
度 
の
「
カ
ン
ト
哲
学
ノ
ー
ト
」
に
お
い
て
、
無
限
と
有
限
と
の
関
係
を
仏
教
で
説
か
れ
る
真
如
と
万
法
の
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
了
解
す
⑥
る
考
察
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
、
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
の
構
想
を
断
片
的
に
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
「宗
教
哲
学
初
稿
」
に
は
、
『大 
乗
起
信
論
』
に
説
か
れ
る
真
如
縁
起
の
思
想
で
あ
る
「
凝
然
真
如
」
「
随
縁
真
如
」
に
つ
い
て
言
及
し
、
さ
ら
に
は
、
「
随
縁
真
如
」
と
阿 
弥
陀
仏
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
断
片
的
な
思
索
を
も
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
具
体
的
に
密
接
な
関
係
を
も
つ
も
の
と
し
て
明
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確
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
無
限
を
明
確
に
阿
弥
陀
如
来
と
し
て
⑧
 
捉
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
「有
限
ノ
外
二
無
限
ア
リ
」
と
い
う
項
を
立
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 
満
之
は
、
本
稿
冒
頭
の 
「
〔
一
〕
宀
示
教
」
に
、
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
の
英
訳
・曲
!
!
丙
〇
之
〇
『4
弋!
1
1
厂
〇
い
〇マ
!
！V
〇
ッ 
の
丙
厂1
6
1
〇
ヨ
」
に
も
示
し
た
種
々
の
宗
教
定
義
を
基
想
と
し
て
、
 
要
ス
ル
ニ
区
々
ノ
定
義
其
言
説
甚
ダ
多
様
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
其
目
的
ト
ス
ル
所
ニ
ア
リ
テ
ハ
彼
此
一
様
ニ
皆
安
心
立
命
ヲ
求
ム
ル
ヲ
以 
テ
極
致
卜
ス
ル
ニ
ア
ル
カ
如
シ
精
神
ノ
本
源
二
就
テ
安
心
立
命
ノ
大
楽
ヲ
与
タ
ル
宗
教
ハ
是
レ
則
チ
必
須
不
可
欠
ノ
要
法
ナ
リ
ト
云
ハ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ 
宗 
教
ハ
内
心
ノ
不
安
ヲ
除
テ
心
源
ヨ
リ
大
安
二
住
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
四
一
〜
二
頁) 
と
述
べ
て
い
る
。
宗
教
は
「
安
心
立
命
」
の
た
め
に
「
必
須
不
可
欠
ノ
要
法
」
で
あ
り
、
安
心
立
命
を
求
め
る
こ
と
は
宗
教
の
「極
致
」 
で
あ
る
と
ま
で
い
う
。
こ
れ
は
、
満
之
の
実
存
的
な
救
済
へ
の
要
求
に
基
づ
く
宗
教
の
定
義
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
拙
論
(
上)
に
も
触 
れ
た
通
り
、
満
之
は
『保
養
雑
記
』
に
、
繰
り
返
し
「宗
教
は
死
生
の
問
題
に
安
心
立
命
を
与
う
る
も
の
」
と
記
し
て
い
た
。
『保
養
雑 
記
』
に
お
け
る
死
生
の
思
索
を
通
し
て
提
起
さ
れ
た
こ
の
宗
教
の
定
義
に
は
、
肺
結
核
を
宣
告
さ
れ
、
死
を
身
近
な
も
の
と
感
じ
て
い
る 
満
之
の
切
実
な
救
済
へ
の
要
求
が
窺
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
は
こ
の
切
実
な
救
済
の
要
求
に
促
さ
れ
て
の 
思
索
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
確
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
満
之
は
安
心
立
命
を
「内
心
ノ
不
安
ヲ
除
テ
心
源 
ヨ
リ
大
安
二
住
」
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
そ
れ
は
本
論
の
主
題
で
あ
る
、
満
之
の
「
現
生
正
定
聚
論
」
と
し
て
の
「
現
在
安 
住
」
に
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。
満
之
は
、
安
心
立
命
の
根
拠
が
変
転
を
免
れ
な
い
有
限
の
事
物
や
我
々
の
相
対
的
価
値
観
に
は
な
く
、
 
「
有
限
ノ
範
囲
ヲ
去
リ
テ
無
限
ノ
境
遇
ヲ
求
メ
之
二
対
シ
テ
精
神
ノ
適
合
ヲ
求
メ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
と
言
い
、
宗
教
の
「極
致
」 
で
あ
る
安
心
立
命
は
、
有
限
と
無
限
の
一
致
に
お
い
て
の
み
実
現
す
る
と
い
う
。
満
之
は
こ
の
こ
と
を
、
続
く
「
〔
二
〕
無
限
」
に
、
 
安
心
立
命
ハ
無
限
ノ
境
遇
二
対
シ
テ
精
神
ヲ
適
合
ス
ル
ニ
ア
ル 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
四
四
頁)
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と
端
的
に
述
べ
て
、
さ
ら
に
そ
の
「無
限
」
を
具
体
的
に
阿
弥
陀
如
来
と
了
解
し
て
い
く
。
満
之
は
こ
の
有
限
と
無
限
と
の
一
致
に
つ
い 
て
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
で
は
、
有
限
と
無
限
は
同
体
か
異
体
か
と
い
う
問
い
を
立
て
、
無
限
の
義
、
無
限
の
観
点
に
立
っ
て
了
解
す
れ
ば 
無
限
の
外
に
有
限
は
な
く
、
有
限
と
無
限
と
は
同
体
で
あ
る
と
い
う
「
二
項
同
体
」
説
を
立
て
て
い
た
。
し
か
し
、
「
他
力
門
哲
学
骸
骨 
試
稿
」
で
は
、
「
依
立
・
独
立
」
「
相
対
・
絶
対
」
「
単
一
・
唯
一
」
「
部
分
・
全
体
」
「
不
完
全
・
完
全
」
と
い
う
二
項
で
定
義
さ
れ
る
有 
限
と
無
限
は
、
同
体
で
あ
る
と
言
い
得
な
い
側
面
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
、
満
之
は
そ
れ
を
「根
本
ノ
撞
着
」
と
呼
ん
で
い
る
。 
さ
ら
に
、
こ
の
「根
本
ノ
撞
着
」
の
内
実
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
「
〔
五
〕
有
限
ノ
外
二
無
限
ア
リ
」
と
い
う
一
節
を
設
け
、
絶 
対
無
限
と
相
対
有
限
は
、
無
限
を
基
準
と
す
れ
ば
同
一
体
で
あ
り
、
有
限
を
基
準
と
す
れ
ば
無
限
は
ど
こ
ま
で
も
有
限
の
外
に
あ
る
と
い 
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
立
場
は
矛
盾
背
反
す
る
が
、
相
方
に
根
拠
が
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
ー 
方
を
誤
り
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
に
お
い
て
提
起
し
た
「
二
項
同
体
」
説
は
、
 
有
限
無
限
論
に
お
け
る
一
側
面
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
満
之
は
、
『維
摩
経
』
仏
国
品
に
涅
槃
界
と
し
て
の
仏
国
土
が
「彼
岸
」
と
説
か
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
僧
肇
が
注
釈
す
る
次
の
文
を
、
 
こ
の
問
題
を
究
明
す
る
眼
目
と
い
う
べ
き
文
と
し
て
、
こ
の
一
節
の
上
欄
外
に
記
し
て
い
る
。
維
摩
註
ニ
二
肇
日
彼
岸
涅
槃
岸
也
、
彼
涅
槃
豈
崖
岸
之
有 
以
三
我
異
二
於
彼
一
故
借
レ
我
謂
レ
之
耳 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
四
七
頁) 
こ
の
文
は
、
「維
摩
註
ニ
ニ
肇
日
く
。
彼
岸
と
は
涅
槃
の
岸
な
り
。
彼
の
涅
槃
に
豈
に
崖
岸
こ
れ
あ
ら
ん
や
。
我
れ
は
彼
に
異
な
る
を
も 
っ
て
の
ゆ
え
に
、
我
を
借
り
て
こ
れ
を
い
う
の
み
。
」
と
読
ま
れ
る
文
章
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
本
質
的
に
涅
槃
に
「崖
岸
」
は
無
い 
が
、
敢
え
て
「彼
岸
」
「
崖
岸
」
と
語
る
の
は
「
我
」
が
「
彼
の
涅
槃
界
」
と
質
的
に
異
な
る
存
在
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
「
我
」
と
い
う 
有
限
存
在
か
ら
す
れ
ば
、
明
確
な
断
絶
を
意
味
す
る
「崖
岸
」
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
借
我
謂 
之
耳
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
現
実
に
「
我
」
が
有
限
存
在
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
立
つ
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
明
確
な
分
限
が
あ
る
の
で 
あ
り
、
無
限
(
無
限
界
・
涅
槃
界)
は
有
限
の
外
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
満
之
は
こ
の
『注
維
摩
詰
経
』
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巻
第
一
の
文
を
引
用
し
、
「有
限
ノ
外
二
無
限
ア
リ
ト
云
フ
ノ
意
亦
以
テ
推
ス
ベ
シ
」
と
結
論
し
て
い
る
。
こ
こ
に
『宗
教
哲
学
骸
骨
』 
か
ら
の
満
之
の
有
限
無
限
論
に
お
け
る
展
開
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
展
開
は
満
之
が
有
限
無
限
の
捉
え
方
に
新
た
な
見
地
を
得
た
と
い
う
こ
と
の
み
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
展 
開
に
見
据
え
ら
れ
て
い
る
満
之
自
身
の
課
題
は
何
か
。
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
か
。
こ
の
こ
と
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な 
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
藤
田
正
勝
氏
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
捉
え
方
〔
二
項
同
体
説:
引
用
者
注
〕
は
そ
れ
自
身
の
う
ち
に
一
つ
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
有
限
を
そ
の
ま
ま
の 
形
で
肯
定
す
る
可
能
性
、
換
言
す
れ
ば
、
有
限
の
絶
対
化
の
可
能
性
が
そ
こ
に
は
存
在
し
て
い
る
。
(
『清
沢
満
之!
そ
の
人
と
思
想!
』
法
藏
館
・
一
ニ
五
頁) 
満
之
は
決
し
て
有
限
無
限
は
一
体
で
あ
る
と
い
う
視
座
を
捨
て
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
視
座
は
「有
機
組
織
」
「
主
伴 
互
具
」
と
い
う
仏
教
の
縁
起
観
に
立
つ
万
有
の
本
来
的
関
係
を
了
解
し
て
い
く
上
で
の
基
想
を
な
す
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
有 
限
を
そ
の
ま
ま
覚
者
た
る
無
限
と
同
一
で
あ
る
と
い
う
な
ら
ば
、
迷
妄
存
在
と
し
て
の
有
限
を
無
条
件
に
覚
者
た
る
無
限
と
同
一
で
あ
る 
と
肯
定
す
る
危
険
性
が
孕
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
の
「
二
項
同
体
」
説
の
捉
え
方
が
一
面
的
で
あ
り
、
 
「
有
限
の
絶
対
化
」
と
い
う
危
険
性
を
は
ら
む
こ
と
に
留
意
す
る
視
座
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
満
之
に
開
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に 
つ
い
て
、
さ
ら
に
藤
田
正
勝
氏
が
、
有
限
の
観
点-
-
あ
る
い
は
実
践
の
観
点
に
立
つ
な
ら
ば-
-
ヽ
無
限
は
有
限
の
外
に
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
、
そ
の
こ
と
が 
こ
こ
で
は
っ
き
り
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す 
(
『現
代
語
訳 
宗
教
哲
学
骸
骨
』
法
藏
館
・
一
四
一
頁) 
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
満
之
は
、
ヱ
一
巳!
1
1
1
1
1
1
11
5
0
5
2
2
。
と
い
う
制
欲
自
戒
の
生
活
に
起
因
す
る
肺
結
核
発
病
、
そ
し 
て
垂
水
療
養
、
す
な
わ
ち
「養
痫
」
以
降
、
「略
ぼ
自
力
の
迷
情
を
翻
転
し
得
た
」
と
語
り
、
自
力
無
功
の
自
覚
を
明
確
に
持
続
し
て
い 
く
。
こ
れ
は
満
之
の
内
面
に
お
け
る
一
つ
の
展
開
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
と
え
ば
そ
れ
は
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
に
試
み
ら
21
れ
た
自
力
・
他
カ
ニ
門
の
立
場
を
併
存
さ
せ
、
相
互
の
真
理
性
を
承
認
し
、
統
合
す
る
立
場
を
構
築
す
る
試
み
と
は
異
な
り
、
明
確
に
他 
力
門
の
教
え
に
依
っ
て
思
索
し
、
探
究
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
「有
限
ノ
外
二
無
限
ア
リ
」
と
い
う
項
目
を
特
別
に
立
て
て
論
じ
る
試
み
は
、
満
之
に
お
け
る
自
身
の
徹
底
し
た
有
限
性
の
自
覚 
に
た
っ
て
の
有
限
無
限
論
の
究
明
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
無
限
の
立
場
か
ら
真
如
即
万
法
・
万
法
即
真 
如
と
し
て
関
係
を
了
解
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
有
限
の
立
場
か
ら
そ
の
関
係
を
了
知
し
え
な
い
事
実
を
自
身
の
無
明
性
に
よ
る
も
の
と 
し
て
了
解
す
る
の
か
と
い
う
問
題
を
も
孕
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
「
有
限
ノ
外
二
無
限
ア
リ
」
と
い
う
了
解
は
、
我
々
自
身 
が
他
な
ら
ぬ
「無
明
存
在
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
こ
に
満
之
が
自
ら
の
無
明
性
へ
眼
を
向
け
て
い 
る
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
自
身
の
無
明
性
の
徹
底
し
た
信
知
こ
そ
が
何
よ
り
も
我
々
の
課
題
で
あ
る
こ
と 
を
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
満
之
が
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
に
お
い
て
有
限
無
限
の
二
項
同
体
と
い
う
基
本
的
視
座 
に
立
っ
て
提
起
し
た
「有
機
組
織
」
「
主
伴
互
具
」
に
、
我
々
有
限
者
は
自
ら
目
覚
め
得
る
の
か
否
か
、
と
い
う
問
題
に
対
す
る
推
究
に 
他
な
ら
な
い
。
そ
の
推
究
に
お
い
て
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
が
無
明
存
在
と
し
て
の
自
己
と
い
う
徹
底
し
た
断
念
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
 
同
時
に
自
身
の
無
明
性
の
徹
底
し
た
信
知
と
い
う
課
題
を
「根
本
撞
着
」
と
い
う
一
語
に
お
い
て
明
瞭
に
す
る
と
い
う
問
題
設
定
で
あ
っ 
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
「
有
限
ノ
外
二
無
限
ア
リ
」
と
い
う
視
座
は
、
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
に
お
け
る
「
二
項
同
体
」
説
か 
ら
の
深
化
と
い
う
意
味
を
持
つ
〇
こ
こ
に
示
す
問
題
に
つ
い
て
、
満
之
は
「
〔
三
八
〕
无
明
」
と
い
う
項
を
立
て
て
、
無
明
の
問
題
を
「
転
迷
開
悟
」
に
先
立
っ
て
確
認 
す
べ
き
問
題
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
迷
の
根
本
を
無
明
に
お
い
て
押
さ
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
、
さ
ら
に
『大
乗
起
信
論
』 
「
心
生
滅
門
」
に
説
か
れ
る
三
細
六
麗
の
教
説
に
よ
っ
て
「
迷
・
不
覚
」
の
構
造
を
確
か
め
て
い
く
。
そ
の
な
か
で
、
満
之
は
次
の
よ
う 
に
述
べ
て
い
る
。
无
明
ハ
到
底
有
限
智
ノ
説
尽
シ
得
ル
所
ニ
ア
ラ
ズ(
中
略)
其
実
体
ノ
有
无
ヲ
問
フ
ニ
有
ト
云
フ
可
カ
ラ
ズ
无
ト
云
フ
能
ハ
ズ 
何
22
ン
ト
ナ
レ
ハ
无
限
ノ
眼
ヨ
リ
見
レ
ハ
其
体
ア
ル
可
カ
ラ
ズ
ト
雖
ト
モ
有
限
ノ
目
ヨ
リ
視
レ
ハ
其
体
ナ
シ
ト
云
フ
能
ハ
サ
レ
バ
ナ
リ 
乃
チ
有
限
ノ
方
ヨ
リ
无
限
ニ
対
ス
ル
関
係
ヲ
審
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
到
底
之
ヲ
尽
ス
能
ハ
サ
ル
ナ
リ 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
九
一
頁) 
無
限
の
智
眼
に
お
い
て
は
有
限
は
全
て
無
限
内
存
在
と
し
て
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
無
明
の
体
は
な
い
。
し
か
し
、
箇
々
独
立
の
観 
に
住
す
る
有
限
者
に
お
い
て
は
無
明
の
体
な
し
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
有
限
の
方
か
ら
無
限
を
明
ら
か 
に
し
よ
う
と
し
て
も
明
瞭
に
し
つ
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
事
実
を
無
明
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
無
明
と
い
う
実
体
が
存
在
す
る
こ
と
を
意 
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
満
之
は
、
こ
の
迷
の
根
本
で
あ
る
無
明
は
、
有
限
知
(
目)
に
お
い
て
説
き
尽
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で 
あ
り
、
ま
た
、
有
限
の
方
か
ら
無
限
と
の
関
係
に
目
覚
め
る
こ
と
は
断
じ
て
あ
り
え
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
無
明
を
根
本 
と
す
る
迷
妄
者
と
し
て
の
有
限
存
在
を
次
の
よ
う
に
確
認
し
て
い
た
。
有
限
全
般
ニ
関
ス
ル
要
義
ヲ
略
述
ス
レ
バ
有
限
ノ
生
存
八
有
限
ニ
シ
テ
其
前
際
後
際
共
二
限
界
ア
ル
ヤ
勿
論
ナ
リ 
夫
レ
然
り
故
二 
過
去
ヲ
追
想
ス
レ
ハ
無
量
ノ
生
死
ア
リ
シ
ヲ
否
ス
ル
能
ハ
ス 
未
来
ヲ
推
考
ス
レ
ハ
無
量
ノ
流
転
ア
ル
ヲ
拒
ム
能
ハ
サ
ル
ナ
リ 
之 
ヲ
名
ケ
テ
無
始
曠
劫
未
来
永
劫
ノ
流
転
輪
廻
ト
云
フ 
(
「〔
三
五
〕
有
限
」
『全
集
』
第
二
巻
・
ハ
六
頁) 
有
限
の
生
存
は
そ
の
過
去
を
追
想
す
れ
ば
無
量
の
生
死
、
未
来
を
推
考
す
れ
ば
無
量
の
流
転
が
あ
る
。
過
去
・
現
在
・
未
来
を
貫
い
て
、
 
無
量
の
生
死
流
転
の
中
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
満
之
は
「無
始
曠
劫
未
来
永
劫
ノ
流
転
輪
廻
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
了
解
は
、
善 
導
が
『観
経
正
宗
分
散
善
義
』
深
心
釈
の
第
一
深
信
に
お
い
て
、
ー
者
決
定
深
信
四
自
身
現
是
罪
惡
生
死
凡
夫
曠
劫 
已
來
常
沒
常
流
轉 
无
三
有
二
出
離
之
縁
ー 
(
『定
親
全
』
一
・
一
〇
三
頁) 
と
示
す
、
い
わ
ゆ
る
機
の
深
信
を
明
ら
か
に
意
識
し
た
了
解
で
あ
る
。
満
之
は
す
で
に
「在
床
懺
悔
録
」
に
お
い
て
も
、
 
自
己
ノ
罪
悪
深
重
ナ
ル
ヲ
反
省
シ
益
ス
以
テ
大
悲
ノ
深
重
ナ
ル
ヲ
自
解
ス
ル
ニ
足
ル
へ
キ
ナ
リ(
此
ニ
付
機
法
二
種
ノ
深
信
ト
云
フ 
コ
ト
ア
リ 
機
ノ
深
信
ト
ハ
我
身
ノ
罪
悪
深
重
ナ
ル
ヲ
確
信
ス
ル
コ
ト
ニ
シ
テ
法
ノ
深
信
ト
ハ
大
悲
救
済
ノ
広
大
ナ
ル
ヲ
深
信
ス
ル 
コ
ト
ナ
リ 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
一
ハ
頁)
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と
述
べ
て
、
機
法
二
種
深
信
に
言
及
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
確
か
め
て
く
る
と
、
満
之
が
「
他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
に
お
い
て
提
起
す
る
「
有
限
ノ
外
二
無
限
ア
リ
」
と
い
う
視
座 
は
、
衆
生
の
根
本
無
明
に
よ
る
生
死
流
転
の
実
相
を
ご
ま
か
す
こ
と
な
く
見
据
え
た
上
で
の
思
索
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 
と
い
え
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
満
之
が
「略
ぼ
自
力
の
迷
情
を
翻
転
し
得
た
り
」
と
述
べ
る
、
満
之
自
身
の
実
践
と
い
う
観
点
に
立
っ
て 
の
了
解
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
一ー 
無
限
の
方
便①
!
そ
の
必
然
性
と
必
要
性!
さ
ら
に
「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
の
有
限
無
限
論
で
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、
無
限
を
明
確
に
阿
弥
陀
仏
と
了
解
し
て
、
無
限
が
迷
妄 
存
在
と
し
て
の
有
限
者
を
導
き
、
無
限
へ
と
至
ら
せ
る
力
用
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
満
之
は
そ
れ
を
「
方
便
」
と 
い
い
、
そ
の
内
容
を
端
的
に
次
の
よ
う
に
了
解
し
て
い
る
。
方
便
ハ
無
限
ノ
真
相
ヨ
リ
出
テ
ヽ
有
限
ノ
当
相
ヲ
完
収
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ 
乃
チ
無
限
ヨ
リ
出
テ
ヽ
有
限
二
接
シ
有
限
ヲ
転 
シ
テ
無
限
ナ
ラ
シ
メ
サ
ル
へ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ 
(
『全
集
』
第
二
巻;
ハ
九
〜
七
〇
頁) 
具
体
的
に
は
「
〔
ニ
ー
〕
自
利
利
他
」
か
ら
「
〔
二
九
〕
無
限
之
因
果
」
ま
で
が
こ
の
方
便
の
問
題
の
究
明
に
当
た
る
。
こ
の
問
題
を
明
ら 
か
に
し
て
い
く
上
で
、
満
之
は
最
初
に
、
あ
ら
ゆ
る
有
限
存
在
が
互
い
に
相
関
関
係
の
中
に
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
 
万
有
ハ
(
中
略)
自
他
相
対
シ
彼
我
相
関
シ
テ
立
ツ
モ
ノ
ナ
リ 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
六
四
頁) 
と
確
認
し
、
心
霊
ノ
実
際
的
行
為
ニ
於
テ
ハ
茲
二
自
利
ト
利
他
ト
自
害
ト
害
他
ト
ノ
四
類
ヲ
生
ス 
(
『同
右
』) 
と
、
そ
の
相
関
関
係
の
中
に
お
け
る
実
際
の
行
為
に
お
い
て
は
、
自
利
利
他
自
害
害
他
の
四
類
が
生
じ
る
と
述
べ
る
。
そ
の
中
で
、
有
限 
者
の
行
為
は
「各
々
個
別
ノ
観
ニ
住
」
す
る
、
「
迷
乱
ヨ
リ
起
ル
」
自
害
害
他
で
あ
る
と
い
い
、
さ
ら
に
満
之
は
自
利
利
他
の
成
就
と
い
24
う
課
題
に
お
け
る
有
限
者
の
現
実
相
を
、
次
の
よ
う
に
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。
蓋
シ
有
限
ハ
各
々
箇
別
ノ
観
ニ
住
シ
テ
動
モ
ス
レ
ハ
他
ヲ
以
テ
讐
仇
ニ
ア
ラ
ズ
モ
利
害
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
ノ
ト
見
傲
ス
ヲ
免
カ
レ
ス 
故
二
自
害
害
彼
ノ
弊
ヲ
脱
ス
ル
能
ハ
サ
ル
ナ
リ 
此
状
態
ニ
於
テ
焉
ン
ゾ 
利
他
ノ
徳
用
ア
ル
ヲ
得
ン
ヤ(
『全
集
』
第
二
巻
・
六
五
頁) 
有
限
は
各
々
箇
別
的
な
も
の
の
見
方
に
閉
じ
こ
も
り
、
有
限
が
箇
々
独
立
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
思
念
を
脱
け
出
す
こ
と
が
で
き
な 
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
他
者
を
仇
敵
と
す
る
ほ
ど
で
は
な
く
と
も
利
害
を
異
に
す
る
存
在
と
み
な
し
、
自
害
害
他
し
て
い
く
と
い
う
弊
害 
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
有
限
者
に
は
利
他
の
徳
用
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
満
之
は
有
限
が
箇
々
独
立
し 
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
迷
妄
に
つ
い
て
、
「
在
床
懺
悔
録
」
に
お
い
て
も
「
有
限
箇
立
」
「箇
存
の
有
限
」
「箇
存
の
観
念
」
と
い
う
言 
葉
で
確
か
め
て
い
た
。
我
他
彼
此
の
差
別
的
な
思
念
に
よ
っ
て
箇
々
の
主
観
に
閉
じ
こ
も
り
有
限
は
箇
々
で
独
立
し
て
い
る
と
い
う
自
他 
差
別
の
想
念
を
前
提
と
し
て
生
き
る
こ
と
か
ら
は
、
自
ら
を
害
し
他
者
を
害
し
て
い
く
傷
ま
し
い
生
き
方
し
か
生
み
出
さ
れ
な
い
と
言
う 
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
満
之
は
、
正
当
な
自
利
利
他
は
「彼
我
平
等
一
体
ノ 
ー
面
ヲ
覚
了
」
す
る
迷
乱
な
き
無
限
者
に
よ
る
の
み
で 
あ
る
と
述
べ
て
い
く
。
満
之
は
、
自
利
の
徳
性
を
「
智
慧
」
、
利
他
の
徳
性
を
「
慈
悲
」
と
了
解
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
自
利
と
利
他
、
智 
慧
と
慈
悲
と
い
う
無
限
の
徳
性
に
よ
っ
て
実
際
の
衆
生
救
済
の
行
為
が
生
ず
る
の
で
あ
り
、
そ
の
は
た
ら
き
を
「無
限
の
方
便
」
と
し
て 
確
め
て
い
く
。
満
之
は
、
自
利
利
他
方
便
ノ
必
然
ニ
至
り
テ
ハ
無
限
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
之
ヲ
明
認
シ
難
キ
ナ
リ 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
六
五
頁) 
と
述
べ
、
「
方
便
」
は
無
限
に
お
い
て
の
み
実
現
す
る
の
で
あ
り
有
限
者
が
断
じ
て
果
た
す
こ
と
の
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
こ 
の
こ
と
は
、
満
之
が
、
自
利
利
他
自
害
害
他
の
決
定
的
な
分
水
嶺
を
「迷
・
悟
」
の
一
点
に
お
い
て
了
解
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。 
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
有
限
箇
存
の
観
念
に
立
つ
迷
妄
な
る
有
限
存
在
に
根
拠
を
お
く
か
ぎ
り
、
そ
の
い
か
な
る
行
為
に
お
い
て
も
自
利
利 
他
成
就
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
決
断
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
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こ
の
確
認
に
立
ち
、
さ
ら
に
満
之
は
「無
限
の
方
便
」
を
、
無
限
者
に
お
け
る
救
済
の
必
然
性
と
、
有
限
者
に
お
け
る
救
済
の
必
要
性 
と
の
二
つ
の
側
面
か
ら
確
か
め
て
い
く
。
無
限
(
或
ハ
無
限
ヲ
知
覚
セ
ル
モ
ノ) 
ニ
至
り
テ
ハ
彼
箇
別
ノ
観
念
ハ
是
レ
只
一
面
ノ
表
現
ニ
シ
テ
更
ニ
彼
我
平
等
一
体
ノ
ー
面 
(
寧
口
実
相)
ア
ル
コ
ト
ヲ
覚
了
ス
ル
ガ
故
二
他
ノ
痛
苦
ハ
ハ
即
チ
之
ヲ
自
ノ
痛
苦
ト
感
シ
他
ノ
歓
楽
ハ
即
チ
之
ヲ
自
ノ
歓
楽
ト
感 
ス
ル
カ
故
ニ
自
利
ノ
ノ
全
キ
カ
為
ニ
ハ
利
他
ノ
全
キ
ヲ
要
シ
利
他
ノ
成
就
ハ
即
チ
自
利
ノ
成
就
ト
感
知
ス
ル
カ
故
ニ
其
大
智
慧
ハ
忽 
チ
大
慈
悲
二
転
シ
テ
茲
二
摂
化
救
済
ノ
大
方
便
ヲ
提
起
ス
ル
ニ
至
ル 
是
レ
全
ク
必
然
的
ノ
事
項
ニ
シ
テ
決
シ
テ
然
ラ
サ
ル
能
ハ
サ 
ル
コ
ト
ナ
リ
ト
ス 
(
圏
点
筆
者
『全
集
』
第
二
巻
・
六
五
頁) 
こ
の
一
段
で
満
之
は
文
章
を
区
切
ら
ず
、
「
力
故
二
」
と
い
う
言
葉
を
三
度
に
わ
た
り
継
い
で
述
べ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
一
連 
の
文
で
押
さ
え
ら
れ
る
内
容
が
一
貫
し
た
思
想
的
連
関
の
中
で
了
解
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
内 
容
が
必
然
的
関
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
こ
の
関
係
成
立
の
根
本
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
満
之
が
最
初
に
述
べ
て
い
る
「
彼
我
平
等
一
体
ノ
ー
面(
寧
口
実
相)
ア
ル
コ
ト
ヲ
覚 
了
ス
ル
」
と
い
う
一
事
に
あ
る
。
無
限
は
諸
法
平
等
を
覚
了
す
れ
ば
こ
そ
、
他
者
の
苦
痛
歓
楽
を
、
自
ら
の
苦
痛
歓
楽
と
し
て
領
受
す
る 
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
、
無
限
に
よ
る
衆
生
救
済
の
具
体
的
内
容
で
あ
る
摂
化
救
済
の
大
方
便
を
必
然
的
な
事
項
と
し
て
提
起
す
る
の
で
あ 
る
。
こ
れ
は
満
之
が
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
第
六
章
「安
心
修
徳
」
に
お
い
て
、
 
無
限
界
の
住
者
は
無
限
即
ち
万
有
全
体
を
以
て
己
が
任
と
し
万
有
の
痛
苦
を
以
て
己
の
痛
苦
と
し
万
有
の
歓
楽
を
以
て
己
の
歓
楽
と 
し
万
有
の
本
体
を
以
て
己
が
本
体
と
な
し
以
て
無
限
美
妙
の
霊
活
を
営
む
も
の
と
謂
ふ
べ
き
歟 
(
『全
集
』
第
一
巻
ニ
ニ
頁) 
と
述
べ
た
了
解
を
基
本
的
に
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
無
限
は
智
慧
の
完
成
に
基
づ
い
て
、
万
有
・
諸
法
の
本
来
性
で
あ
る
諸
法
平
等 
の
事
実
を
疑
わ
ざ
る
が
故
に
、
各
々
個
別
の
観
に
住
し
自
害
害
他
す
る
有
限
者
を
摂
化
救
済
せ
ん
と
す
る
大
悲
方
便
を
必
然
的
事
項
と
し 
て
提
起
す
る
の
で
あ
る
。
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満
之
は
、
無
限
に
よ
る
摂
化
救
済
の
方
便
が
必
然
性
を
も
っ
て
提
起
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
、
続
い
て
、
無
限
の
「
必 
然
」
事
項
で
あ
る
摂
化
救
済
が
、
有
限
者
に
よ
っ
て
「
必
要
」
事
項
で
あ
る
の
か
を
問
題
に
し
て
い
く
。
そ
れ
は
無
限
に
お
い
て
「
必
然 
性
」
を
持
っ
た
摂
化
救
済
の
方
便
も
、
有
限
者
に
「
必
要
」
と
さ
れ
な
け
れ
ば
、
無
限
の
「
自
娯
楽
行
」
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い 
う
。
そ
の
こ
と
を
満
之
は
「
〔
二
四
〕
救
済
ノ
必
要
」
と
い
う
テ
ー
マ
設
定
の
も
と
に
究
明
し
て
い
く
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、
満
之
は
有
限 
が
無
限
へ
至
る
こ
と
が
自
然(
こ
こ
で
は
、
偶
然
に
何
等
の
縁
の
助
け
も
な
く
、
と
い
う
意
味)
に
起
こ
り
え
る
も
の
な
の
か
を
問
題
に 
し
た
上
で
、
そ
れ
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
い
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
万
有
ノ
開
展
ハ
皆
悉
ク
因
縁
果
ノ
法
軌(
骸
骨
参
照)
二
従
ハ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ 
而
シ
テ
結
果
ノ
質
量
八
常
二
因
縁
ノ
質
量 
二
順
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
六
六
頁) 
満
之
は
、
い
か
な
る
有
限
存
在
に
お
い
て
も
無
限
へ
到
達
す
る
こ
と
は
す
べ
て
「
因
縁
果
ノ
法
軌
」
に
従
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ 
は
満
之
自
身
の
細
注
に
あ
る
と
お
り
、
彼
の
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
第
四
章
「
転
化
論
」
に
お
い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
正
反
合
」
な
る
弁
証 
法
を
否
定
媒
介
的
思
考
法
と
し
、
仏
教
の
「
因
縁
果
」
の
法
軌
と
し
て
究
明
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
確
認
の
上
で
、
満
之
は
有
限 
者
に
と
っ
て
の
無
限
に
よ
る
摂
化
救
済
の
必
要
性
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
今
有
限
ガ
開
展
シ
テ
無
限
ノ
結
果
ヲ
得
ン
ニ
ハ
必
ス
ヤ
因
縁
ノ
中
二
無
限
元
素
ヲ
具
へ
サ
ル
可
カ
ラ
ズ
而
シ
テ
因
素
ハ
則
チ
現
在 
ノ
有
限
ナ
リ
故
二
無
限
ハ
必
ス
縁
素
二
存
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ズ
即
チ
有
限
ノ
因
ヲ
シ
テ
無
限
ノ
果
二
達
セ
シ
ム
ル
ノ
縁
ハ
其
用
無 
限
タ
ラ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
六
六
頁) 
現
在
、
因
と
し
て
の
有
限
が
、
無
限
な
る
果
へ
至
る
悟
道
〔
成
仏
道
〕
に
お
い
て
は
、
必
ず
「
縁
」
の
無
限
性
、
縁
と
し
て
の
無
限
の
救 
済
を
必
要
と
す
る
と
言
う
。
満
之
に
お
け
る
こ
の
確
認
は
、
「救
済
ノ
必
要
」
が
無
限
の
側
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
無
限
に
至
る
根
拠
を 
何
一
つ
自
ら
に
持
ち
え
な
い
有
限
者
に
お
い
て
あ
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
「各
々
個
別
ノ
観
ニ
住
」
し
ど
こ 
ま
で
も
自
害
害
他
す
る
ほ
か
な
い
無
明
存
在
と
し
て
の
有
限
者
が
、
無
限
に
至
る
悟
道
に
お
い
て
は
、
必
ず
無
限
の
摂
化
救
済
の
方
便
を
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必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。
満
之
は
、
因
と
し
て
の
有
限
存
在
が
、
果
と
し
て
の
無
限
へ
開
発
・
発
展
す
る
時
に
、
無
限
の
縁
を
必
要
不
可 
欠
と
す
る
こ
と
を
、
一
つ
の
「
定
理
」
で
あ
る
と
ま
で
言
い
切
っ
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
論
述
を
通
し
て
、
満
之
は
他
力
門
に
お
け
る
「無
限
の
方
便
」
開
顕
の
意
義
を
、
無
限
と
有
限
の
相
方
か
ら
、
そ
の
「
必
然 
性
」
と
「
必
要
性
」
に
お
い
て
究
明
し
て
い
る
。
満
之
は
、
そ
の
相
方
の
関
係
性
に
つ
い
て
無
限
者
に
よ
る
摂
化
救
済
の
方
便
も
、
有
限 
者
に
必
要
と
さ
れ
な
け
れ
ば
無
限
の
「自
娯
楽
行
」
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
満
之
が
、
現
在
の
自
身
の
有
限
性
の
事
実
に 
お
い
て
こ
そ
、
無
限
に
よ
る
摂
化
救
済
が
必
要
事
項
と
し
て
提
起
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
徹
底
し
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
に
他
な
ら 
な
い
。
そ
こ
に
は
、
ど
こ
ま
で
も
自
利
利
他
成
就
を
希
求
し
つ
つ
も
、
有
限
な
る
自
身
は
「各
々
個
別
ノ
観
二
住
」
し
、
い
か
な
る
行
為 
に
お
い
て
も
自
害
害
他
し
て
い
く
ほ
か
は
な
い
事
態
が
見
据
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
救
済
の
要
求
と
自
身
の
有
限
性
へ 
の
悲
傷
が
、
無
限
者
に
よ
る
摂
化
救
済
の
方
便
を
呼
び
起
こ
す
契
機
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
力
無
功
の
自
覚
に
立
ち
、
「有
限
ノ 
外
二
無
限
ア
リ
」
と
述
べ
た
、
満
之
自
身
の
実
践
に
基
づ
く
一
種
の
決
断
に
お
け
る
論
理
の
推
究
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
三 
無
限
の
方
便②
!
絶
対
無
限
と
相
対
無
限!
満
之
は
無
限
者
に
よ
る
摂
化
救
済
の
方
便
の
具
体
的
内
容
を
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
に
了
解
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
も
述
べ
た
よ 
う
に
、
満
之
は
、
衆
生
を
摂
化
救
済
す
る
は
た
ら
き
で
あ
る
「無
限
の
方
便
」
を
端
的
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
方
便
ハ
無
限
ノ
真
相
ヨ
リ
出
テ
、
有
限
ノ
当
相
ヲ
完
収
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ 
乃
チ
無
限
ヨ
リ
出
テ
、
有
限
二
接
シ
有
限
ヲ
転 
シ
テ
無
限
ナ
ラ
シ
メ
サ
ル
へ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ 
(
『全
集
』
第
二
巻;
ハ
九
〜
七
〇
頁) 
し
た
が
っ
て
無
限
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
迷
妄
存
在
と
し
て
の
衆
生
の
世
界
に
相
対
化
さ
れ
た
無
限
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ 
を
満
之
は
「在
床
懺
悔
録
」
に
お
い
て
、
仏
陀
(
特
二
阿
弥
陀
仏)
八
其
本
体
固
ヨ
リ
絶
対
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
其
衆
生
二
対
ス
ル
場
合
或
ハ
現
二
衆
生
界(
相
対
界)
二
化
現
セ
28
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
亦
相
対
界
ノ
理
法
ニ
順
従
セ
サ
ル
ヲ
得
ス 
久
遠
実
成
ノ
阿
弥
陀
仏
モ
衆
生
済
度
ノ
為
二
ハ
相
対
因
果
法
二
依
ラ 
サ
ル
能
ハ
ス 
故
ニ
殊
ニ
法
蔵
比
丘
ト
ナ
リ
無
上
不
思
議
ノ
因
源
果
海
ヲ
垂
レ
玉
フ 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
三
頁) 
阿
弥
陀
如
来
ハ
其
本
久
遠
実
成
ノ
古
仏
ニ
シ
テ
諸
仏
ノ
本
師
本
仏(
本
師
本
仏
ノ
詳
義
別
二
考
求
ス
ベ
シ)
仏
陀
中
ノ
元
祖
ナ
リ 
常
二
無
縁
ノ
大
悲
ニ
促
サ
レ
テ
度
心
遣
ル
方
ナ
ク 
茲
ニ
ー
大
方
便
ニ
ヨ
リ
現
シ
テ
法
蔵
比
丘
ト
ナ
リ
第
五
十
四
仏(
世
自
在
王 
仏)
ノ
所
ニ
於
テ
発
心
立
誓
シ
非
常
ノ
修
行
成
就
シ
テ
遂
ニ
吾
人
往
生
ノ
大
途
ヲ
開
キ
玉
ヘ
り 
(
『全
集
』
第
二
巻;
ハ
頁) 
と
述
べ
て
、
一
実
真
如
界
を
背
景
と
し
、
無
縁
大
悲
に
促
さ
れ
て
顕
現
す
る
従
果
向
因
の
如
来
因
位
法
蔵
菩
薩
の
発
願
修
行
と
そ
の
成
就 
に
お
い
て
了
解
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「相
対
因
果
」
の
理
法
に
順
じ
て
開
示
さ
れ
る
無
限
を
、
満
之
は
「
他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」 
で
は
次
の
よ
、つ
に
述
べ
て
い
る
。
因
果
ハ
有
限
ノ
理
法
ニ
シ
テ
無
限
ハ
因
果
ヲ
超
絶
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ハ
喋
々
ヲ
要
セ
サ
ル
ベ
シ(
骸
骨
二
絶
対
ト
因
果
ノ
節
ア 
リ)
然
ル
ニ
今
無
限
ガ
因
果
ノ
形
式
二
表
現
セ
ン
ト
セ
バ
必
ス
ヤ
先
ツ
其
無
限
ノ
本
性
ヲ
棄
却
セ
サ
ル
ベ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ 
既
二
無 
限
ノ
品
位
ヲ
棄
却
シ
テ
有
限
二
帰
セ
ン
ガ
茲
ニ
再
ビ
無
限
ノ
願
行
ヲ
成
就
セ
ズ
ン
バ
本
位
ノ
無
限
二
還
復
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
ナ
リ 
(
中
略)
先
二
無
限
ガ
其
本
位
ヲ
棄
却
ス
ル
ハ
抑
何
ノ
為
ナ
ル
ヤ 
他
ナ
シ
衆
生
済
度
ノ
大
悲
ニ
起
因
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ(
中
略)
是 
レ
其
無
上
位
ノ
功
徳
ヲ
譲
テ
衆
生
ニ
恵
施
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ
ザ
ル
ナ
リ 
此
二
依
テ
衆
生
ノ
能
ク
此
功
徳
ヲ
受
用
ス
ル
モ
ノ
ハ
自
己
ノ 
行
業
二
ヨ
ラ
ズ
シ
テ
全
ク
他
カ
ノ
救
済
ニ
与
恵
ス
ル
ヲ
得
ル
ナ
リ 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
七
二
頁) 
無
限
ノ
願
無
限
ノ
行
ト
ハ
如
何 
日
ク
ー
切
心
霊
ノ
願
望
ト
修
行
ト
ヲ
集
メ
テ
ー
身
ニ
荷
負
ス
ル
願
行
即
チ
是
ナ
リ 
是
レ
乃
チ
他 
カ
門
ノ
起
り
得
ル
所
以
ノ
根
底
ナ
リ 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
七
六
頁) 
こ
こ
に
は
、
「
無
上
位
ノ
功
徳
ノ
恵
施
」
に
あ
ず
か
る
一
切
衆
生
が
自
力
の
行
業
に
よ
ら
ず
、
自
力
無
功
を
知
っ
て
「
他
力
ノ
救
済
二
与 
恵
」
す
る
そ
の
全
体
が
、
一
切
心
霊
の
願
行
を
荷
負
す
る
無
限
の
願
行
に
よ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
満
之
は
、
こ
の
よ
う 
な
無
限
を
「
相
対
無
限
」
と
呼
ん
で
、
「
絶
対
無
限
」
と
区
別
し
そ
の
力
動
的
な
は
た
ら
き
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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絶
対
无
限
ハ
凝
然
真
如
ナ
リ 
相
対
无
限
ハ
随
縁
真
如
ナ
リ 
凝
然
真
如
ハ
其
名
ノ
如
ク
湛
然
ト
シ
テ
不
作
一
法
ナ
リ 
随
縁
真
如 
モ
亦
其
名
ノ
如
ク
縁
ニ
随
テ
造
作
諸
法
ナ
リ 
今
有
限
ノ
衆
生
ヲ
縁
ト
シ
テ
大
悲
ノ
方
便
ヲ
垂
ル
、
ハ
則
チ
此
随
縁
真
如
ノ
妙
用
ナ 
リ
(
中
略)
吾
人
各
箇
ガ
必
ス
大
涅
槃
二
到
達
シ
得
ヘ
キ
証
拠
ハ
何
処
ニ
ア
ル
ヤ 
真
如
随
縁
ノ
理
二
就
テ
流
転
門
ニ
於
テ
万
差
ト 
顕
現
セ
ル
諸
法
ハ
還
滅
門
ニ
於
テ
同
一
本
元
二
還
帰
セ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
必
然
ア
ル
ニ
由
ル(
中
略)
尚
他
力
門
ニ
ハ
不
変
真
如
随 
縁
真
如
ヲ
法
身
上
二
区
別
シ
テ
法
性
法
身
方
便
法
身
ト
ト
云
フ 
其
方
便
法
身
ト
ハ
因
果
的
報
身
仏
ナ
リ
(
『全
集
』
第
二
巻
・
七
四
—
五
頁) 
満
之
は
『大
乗
起
信
論
』
「
心
真
如
門
」
の
文
言
を
踏
ま
え
、
「
絶
対
無
限
」
に
対
し
て
「相
対
無
限
」
と
い
う
独
創
的
な
言
葉
を
用
い
て 
思
索
を
展
開
す
る
。
「
絶
対
無
限
」
と
は
「
不
動
不
作
」
な
る
真
如
の
根
源
、
「
凝
然
真
如
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
相
対
無 
限
」
と
は
無
明
存
在
と
し
て
の
有
限
の
衆
生
を
縁
と
し
た
大
悲
方
便
、
つ
ま
り
衆
生
救
済
を
目
的
と
す
る
無
限
の
相
対
的
な
世
界
へ
の
は 
た
ら
き
、
「
随
縁
真
如
」
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
真
如
の
「
随
縁
」
の
は
た
ら
き
を
、
「
随
縁
真
如
の
妙
用
」
で
あ
る
と
い
う
。 
こ
の
一
連
の
文
は
甚
だ
難
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
満
之
が
こ
こ
で
述
べ
る
無
限(
真
如)
の
力
動
的
な
は
た
ら
き
は
、
「他
力
門
哲
学
骸 
骨
試
稿
」
執
筆
中
に
も
展
読
し
た
『浄
土
論
註
』
に
展
開
さ
れ
る
「法
性
法
身
・
方
便
法
身
」
の
二
種
法
身
説
。
さ
ら
に
、
方
便
法
身
を 
因
果
的
報
身
仏
と
明
記
す
る
こ
と
か
ら
、
親
鸞
が
『浄
土
論
註
』
の
二
種
法
身
説
に
よ
っ
て
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『唯
信
鈔
文
意
』
の
、
 
次
の
文
が
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
、
方
便
法
身
と
ま
ふ
す
御
す
が
た
を
し
め
し
て
、
法
藏
比
丘
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
、
不
可
思
議
の 
大
誓
願
を
お
こ
し
て
、
あ
ら
わ
れ
た
ま
ふ
御
か
た
ち
お
ば
、
世
親
菩
薩
は
盡
十
方
无
碍
光
如
來
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
。 
こ
の
如
來
を
報
身
と
ま
ふ
す
。 
(
『定
親
全
』
三
・
一
七
ー
頁) 
一
切
苦
悩
の
衆
生
、
「
三
界
ノ
衆
生
ノ
虚
妄
ノ
相
」
を
照
見
し
て
、
一
如
よ
り
お
こ
さ
れ
る
大
悲
の
誓
願
を
「
随
縁
真
如
ノ
妙
用
」
と
確 
か
め
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
満
之
は
無
限
を
衆
生
救
済
の
力
動
性
に
お
い
て
了
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
満
之
は
、
30
今
吾
人
ノ
言
ニ
テ
云
ハ
シ
メ
バ
ー
切
衆
生
ノ
往
生(
即
チ
万
法
ノ
還
元)
ハ
(
阿)
弥
陀
ノ
正
覚(
即
チ
還
滅
門
ノ
必
然)
ヨ
リ
起 
ル 
而
シ
テ
既
二(
阿)
弥
陀
ノ
正
覚(
即
チ
還
滅
ノ
必
然)
ア
リ 
故
ニ
衆
生
ノ
往
生(
即
チ
万
法
ノ
還
元)
ハ
確
固
不
抜
ナ
リ 
ト
言
ハ
ン
ノ
ミ 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
七
五
頁) 
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
了
解
は
、
『大
経
』
の
次
の
教
言
を
証
左
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
わ
れ
世
に
を
い
て
、
す
み
や
か
に
正
覚
を
な
り
て
、
も
ろ
も
ろ
の
生
死
勤
苦
の
本
を
ぬ
か
し
め
ん
。 
(
『定
親
全
』
ハ
ー
〇
頁) 
阿
弥
陀
仏
の
正
覚
が
阿
弥
陀
仏
の
正
覚
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
 
一
切
苦
悩
の
衆
生
の
抜
本
的
救
済
を
課
題
と
す
る
、
一
如
よ
り
来
生
し 
て
や
ま
な
い
如
来
因
位
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
に
対
す
る
了
解
で
あ
る
。
満
之
は
無
限
の
方
便
を
ど
こ
ま
で
も
一
切
苦
悩
の
衆
生
を
捨
て
ず
、
 
相
対
有
限
界
に
「従
如
来
生
」
し
、
「盡
十
方
無
碍
光
如
来
」
、
す
な
わ
ち
本
願
の
名
号
と
し
て
顕
現
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
念
々
に
衆
生 
の
無
明
を
打
破
し
、
衆
生
往
生
の
道
を
開
示
す
る
力
動
的
な
は
た
ら
き
と
し
て
了
解
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
も
と
よ
り
親
鸞
は
、
『唯
⑳
信
鈔
文
意
』
に
お
い
て
、
こ
れ
を
「
一
切
群
生
海
の
心
」
と
い
い
、
衆
生
に
真
実
信
の
成
就
す
る
内
景
と
し
て
了
解
す
る
の
で
あ
る
が
、
 
満
之
は
、
こ
の
信
心
が
無
限
の
妙
用
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
信
心
が
阿
弥
陀
如
来
の
清
浄
願
心
の
回
向
成
就
の
信
に
他
な 
ら
な
い
こ
と
を
端
的
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
此
真
覚
(
信
心:
引
用
者
注)
ガ
如
何
ニ
シ
テ
迷
情
ノ
本
根
ヲ
直
断
シ
得
ル
ヤ 
他
ナ
シ
是
レ
無
限
的
ノ
妙
用
ナ
レ
バ
ナ
リ 
而
シ
テ 
無
限
的
ノ
妙
用
ガ
如
何
ニ
シ
テ
有
限
ノ
心
霊
二
存
シ
得
ル
ヤ 
他
ナ
シ
顕
在
無
限
ノ
廻
向
賦
与
二
依
ル
カ
故
ナ
リ 
其
他
力
回
向
ノ 
必
然
ハ
先
ニ
無
限
ノ
因
果
中
二
明
ナ
ル
カ
如
シ 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
九
三
頁) 
満
之
は
信
心
が
迷
情
の
根
本
で
あ
る
無
明
を
直
断
す
る
の
は
、
信
心
が
無
限
的
妙
用
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
り
、
無
限
的
妙 
用
が
衆
生
に
は
た
ら
き
で
る
信
心
の
成
就
は
、
顕
在
無
限
の
回
向
賦
與
に
よ
る
と
い
う
。
顕
在
無
限
と
は
、
お
そ
ら
く
相
対
的
な
世
界
に 
顕
現
す
る
無
限
、
す
な
わ
ち
本
願
の
名
号
の
謂
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
満
之
が
、
迷
情
の
根
本
で
あ
る
無
明
の
闇
を
打
破
す
る
無
限
の
妙 
用
、
す
な
わ
ち
如
来
因
位
法
蔵
の
発
願
修
行
と
そ
の
成
就
を
真
実
信
心
成
就
の
内
景
と
し
て
了
解
し
て
い
る
こ
と
が
窺
知
さ
れ
よ
う
。
さ
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ら
に
、
満
之
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
他
力
門
ノ
信
行
ハ
今
正
ニ
其
説
明
ヲ
為
ス
可
キ
所
ナ
リ 
蓋
シ
此
信
行
ハ
是
レ
正
シ
ク
前
項
所
説
ノ
妄
見
ノ
根
本
ヲ
控
除
ス
ル
モ
ノ 
ナ
リ 
其
様
如
何
ト
云
フ
ニ
此
信
行
是
レ
正
シ
ク
有
限
无
限
ノ
関
係
ヲ
覚
知
ス
ル(
即
チ
无
限
ノ
大
悲
ヲ
覚
知
ス
ル)
ヨ
リ
起
レ
ル 
モ
ノ
ニ
シ
テ
全
ク
悟
道
ノ
源
底
二
達
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ(
中
略)
本
根
ニ
シ
テ
既
二
控
除
セ
ラ
レ
ン
カ
自
然
ニ
枝
末
ノ
枯
落
セ
ン
コ
ト 
言
ヲ
待
タ
サ
ル
ナ
リ
故
二
他
力
門
ニ
ハ
妄
見
ノ
伏
断
ヲ
多
言
セ
サ
ル
ナ
リ 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
九
三
頁) 
妄
見
の
根
本
で
あ
る
無
明
を
打
破
す
る
他
力
門
の
信
行
を
「有
限
无
限
ノ
関
係
ヲ
覚
知
ス
ル
」
と
い
い
、
そ
の
内
実
を
「
无
限
ノ
大
悲
ヲ 
覚
知
ス
ル
」
こ
と
で
あ
る
と
確
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
悟
道
、
す
な
わ
ち
仏
道
の
源
底
に
達
す
る
と
い
う
。
「
无
限
大
悲
ノ
覚
知
」
に
よ
っ 
て
悟
道
の
本
源
・
根
底
に
達
し
、
迷
妄
の
根
本
で
あ
る
無
明
が
破
ら
れ
る
な
ら
ば
、
迷
妄
の
枝
末
は
自
ず
か
ら
枯
れ
落
ち
る
。
満
之
は
こ 
こ
に
迷
妄
を
枝
末
か
ら
漸
次
次
第
に
根
本
無
明
へ
と
断
ち
切
っ
て
い
く
自
力
門
と
の
相
違
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
有
限
が
無
限
へ 
と
至
る
速
や
か
な
「
転
迷
開
悟
」
の
実
現
は
、
他
力
門
に
よ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
有
限
の
衆
生
を
導
く
こ
の
無
限
の
カ
用
全
体
を
、
 
満
之
は
、
「
無
限
の
方
便
」
の
具
体
的
内
容
と
し
て
了
解
し
て
い
る
の
だ
と
言
え
よ
う
。
四 
現
生
正
定
聚!
無
限
他
力
の
住
持!
満
之
は
「
〔
三
〇
〕
願
行
成
就
」
〜
「
〔
三
四
〕
有
限
ノ
信
心
」
に
お
い
て
、
浄
土
観
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
く
。
浄
土
に
つ
い
て
は
、
 
す
で
に
、
「
西
方
問
答
」
で
指
方
立
相
の
浄
土
観
を
と
り
あ
げ
そ
れ
が
仮
説
さ
れ
る
浄
土
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
、
さ
ら
に
『宗
教
哲
学
㉒
骸
骨
』
第
六
章
「安
心
修
徳
」
で
は
、
「無
限
の
妙
境
界
」
「無
上
涅
槃
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
思
索
を
展
開
し
て
い
た
。
「他
力
門
哲 
学
骸
骨
試
稿
」
に
お
い
て
は
、
世
間
天
親
菩
薩
浄
土
論
二
日
ク 
ニ
十
九
種
ノ
功
徳
三
種
ノ
荘
厳
二
種
ノ
清
浄
ハ
ー
法
句
ニ
略
入
ス
ー
法
句
ト
ハ
清
浄
句
是
ナ
リ
ト 
以
テ
想
フ
可
シ 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
八
二
頁)
32
と
述
べ
て
、
『浄
土
論
』
の
教
説
に
示
唆
を
受
け
な
が
ら
浄
土
の
具
体
相
に
言
及
し
て
い
る
。
『浄
土
論
』
に
お
い
て
浄
土
は
、
器
世
間
と 
衆
生
世
間
よ
り
成
り
、
器
世
間
は
国
土
荘
厳
、
衆
生
世
間
は
仏
荘
厳
と
菩
薩
荘
厳
と
し
て
説
か
れ
る
。
満
之
は
こ
の
三
種
荘
厳
の
浄
土
の 
世
界
に
つ
い
て
尋
ね
る
際
に
、
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
に
お
い
て
提
起
し
た
「主
伴
互
具
」
の
了
解
に
基
づ
い
て
、
仏
荘
厳"
主
荘
厳
、
菩 
薩
荘
厳"
伴
荘
厳
と
了
解
し
、
浄
土
は
、
自
利
の
願
・
利
他
の
願
・
共
利
の
願
に
よ
る
主
・
伴
・
国
土
が
有
機
的
関
係(
"
互
具)
を
実 
現
し
て
い
る
自
利
利
他
成
就
の
境
界
で
あ
り
、
ま
た
、
願
心
荘
厳
の
世
界
で
あ
る
と
い
う
。
浄
土
は
『浄
土
論
』
荘
厳
清
浄
功
徳
に
「観
㉓
彼
世
界
相
勝
過
三
界
道
」
と
説
か
れ
る
よ
う
に
、
ど
こ
ま
で
も
無
漏
清
浄
を
そ
の
性
質
と
す
る
有
限
界
を
超
越
し
た
世
界
と
し
て
説
か 
れ
る
。
満
之
は
こ
の
こ
と
を
「
唯
仏
与
仏
ノ
知
見
」
の
「無
限
霊
妙
ノ
境
界
」
と
い
い
、
私
た
ち
有
限
者
が
測
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い 
境
界
で
あ
る
と
い
う
。
其
実
際
ハ
所
謂
唯
仏
与
仏
ノ
知
見
ナ
リ
ト
云
フ
モ
ノ
ニ
シ
テ
無
限
霊
妙
ノ
境
界
吾
人
有
限
ノ
得
テ
測
量
ス
ル
所
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
(
『全
集
』
第
二
巻
・
ハ
〇
頁) 
し
か
し
一
方
で
、
満
之
は
、
浄
土
が
私
た
ち
の
有
限
・
差
別
の
世
界
と
隔
絶
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
も
い
う
。 
三
種
ノ
荘
厳
ハ
是
レ
万
有
ノ
成
立
上
ニ
必
然
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
ス 
其
所
由
如
何
ト
云
フ
ニ
抑
万
有
ハ
是
レ
有
機
的
組
織
二
存
立
ス 
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
状
様
之
ヲ
主
伴
互
具
ノ
関
係
ト
云
フ(
骸
骨
有
機
組
織
主
伴
互
具
ノ
項
参
照) 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
ハ
一
頁) 
満
之
は
、
浄
土
の
三
種
荘
厳
を
万
有(
あ
ら
ゆ
る
有
限
存
在)
の
成
立
上
に
お
い
て
必
然
の
も
の
で
あ
る
と
い
い
、
そ
の
理
由
を
、
万
有 
は
本
来
有
機
組
織
、
主
伴
互
具
の
関
係
を
生
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
満
之
は
、
万
有
の
本
来
的
関
係
で
あ
る
主
伴
互
具
の
具
体 
的
関
係
を
有
限
者
に
顕
示
す
る
も
の
と
し
て
浄
土
の
三
種
荘
厳
を
了
解
し
、
そ
の
浄
土
を
万
有
・
諸
法
の
存
在
の
根
底
に
あ
る
理
法
と
し 
て
了
解
す
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
有
限
者
は
そ
の
理
法
に
目
覚
め
る
こ
と
な
く
、
そ
の
根
本
無
明
の
ゆ
え
に
過
去
現
在
未
来
を
貫
い
て
迷 
い
の
世
界
に
流
転
し
て
い
る
。
そ
の
私
た
ち
有
限
者
に
と
っ
て
、
浄
土
は
有
限
者
が
回
復
す
べ
き
主
伴
互
具
と
い
う
本
来
的
関
係
性
を
示 
す
無
限
界
と
し
て
開
示
さ
れ
た
世
界
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
浄
土
は
私
た
ち
有
限
者
に
と
っ
て
回
帰
す
べ
き
帰
依
処
と
い
う
意
味
を
も
33
っ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
こ
の
了
解
に
基
づ
い
て
、
満
之
は
『大
経
』
必
至
滅
度
の
願
に
、
「
国
中
人
天
」
す
な
わ
ち
浄
土
の
利
益
と
し
て
説
か
れ
る
正
定
聚
に
㉔
 
住
す
る
生
の
内
容
を
、
「
〔
四
三
〕
正
定
不
退
」
に
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
他
力
門
ノ
信
者
正
信
獲
得
已
後
ヲ
正
定
聚
不
退
位
ニ
住
ス
ト
云
フ 
正
定
聚
ト
ハ
正
二
大
果
ヲ
成
ス
ル
ニ
定
マ
ル
聚
類
ノ
義
ニ
シ
テ 
又
宗
教
上
ノ
大
安
心
正
二
定
リ
タ
ル
聚
類
ノ
義
ト
云
フ
ベ
シ 
有
限
ノ
身
心
頓
二
無
限
ノ
資
格
ア
ル
ヲ
自
覚
ス
ル
ノ
位(
悟
位
、
見 
道
位
、
見
性
位
ト
名
ク
ル
所
以)
ニ
シ
テ
宗
教
実
際
上
最
モ
重
要
ナ
ル
地
位
タ
ル
コ
ト
論
ヲ
待
タ
サ
ル
ナ
リ(
中
略)
且
ツ
此
ニ
ー 
到
ス
ル
モ
ノ
ハ
彼
ノ
大
果
ニ
至
ラ
ズ
シ
テ
前
ノ
有
限
地
二
退
却
ス
ル
コ
ト
ナ
シ(
中
略)
是
レ
他
ナ
シ 
彼
ノ
无
限
他
カ
ノ
此
信
者 
ヲ
住
持
シ
テ
摂
取
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ガ
故
ナ
リ 
更
二
此
他
力
門
ノ
正
定
聚
不
退
転
者
ハ
自
己
ノ
行
業
ニ
依
ラ
ズ 
純
ラ
他
カ
ノ
救
済 
ニ
任
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
二
此
地
位
ヨ
リ
シ
テ
彼
ノ
大
果
二
到
ル
ニ
夥
多
ノ
階
次
ヲ
経
ル
ヲ
要
セ
ス
此
土
命
終
ノ
立
チ
所
ニ
大
般 
涅
槃
ノ
妙
果
ヲ
証
得
ス(
中
略)
其
正
信
決
定
ノ
上
ハ
更
ニ
ー
行
業
ノ
以
テ
証
果
ノ
為
二
修
ス
ベ
キ
ナ
ク
未
来
大
覚
ノ
業
事
ハ
全
ク 
成
弁
シ 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
九
五
—
六
頁) 
満
之
は
自
ら
の
有
限
無
限
論
に
基
づ
い
て
、
真
宗
教
学
に
お
け
る
「
現
生
正
定
聚
」
の
生
の
内
実
を
、
「無
限
他
力
の
住
持
」
「
他
力
の 
救
済
」
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
「
有
限
地
二
退
却
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
、
す
な
わ
ち
正
定
聚
に
住
せ
し
め
必
ず
涅
槃
に
至
ら
し
め
る
、
無
㉕
 
限
他
力
と
の
関
係
性
の
中
に
生
き
る
も
の
と
な
る
こ
と
で
あ
る
と
了
解
す
る
。
本
論
に
お
い
て
確
か
め
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
「無
限
他 
力
」
「
他
力
の
救
済
」
と
い
う
言
葉
は
、
満
之
が
「
絶
対
無
限
・
相
対
無
限
」
「
無
限
的
妙
用
」
と
の
種
々
の
独
創
的
な
言
葉
を
用
い
て
思 
索
し
「
無
限
の
方
便
」
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
、
無
限
の
力
動
的
な
衆
生
救
済
の
は
ら
た
き
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 
い
か
な
る
自
力
の
行
業
に
よ
っ
て
も
自
害
害
他
を
必
然
す
る
生
き
方
を
免
れ
な
い
有
限
者
が
、
無
限
大
悲
の
覚
知
と
い
う
信
心
獲
得
に 
よ
っ
て
無
限
他
力
の
摂
取
不
捨
の
は
た
ら
き
の
中
に
あ
る
一
有
限
存
在
と
し
て
の
自
己
に
目
覚
め
、
自
身
の
根
底
に
主
伴
互
具
の
関
係
性 
を
回
復
し
つ
つ
生
き
る
者
と
な
る
こ
と
を
、
満
之
は
住
正
定
聚
の
生
の
内
実
と
し
て
確
か
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
満
之
が
34
不
退
転
の
語
義
に
関
わ
っ
て
述
べ
る
「有
限
地
二
退
却
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
い
う
こ
と
も
、
決
し
て
自
ら
が
有
限
者
で
は
な
く
な
る
こ
と 
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
い
か
な
る
自
力
の
行
業
に
よ
っ
て
も
有
限
箇
存
の
観
念
に
よ
り
自
害
害
他
す
る
ほ
か
な
い
生
き
方
を
無
限 
他
力
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
超
え
て
い
く
人
生
の
歩
み
の
実
現
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
満
之
は
、
こ
の
正
定
聚
不
退
位 
を
「宗
教
実
際
上
最
モ
重
要
ナ
ル
地
位
」
と
言
い
切
る
の
で
あ
り
、
我
々
の
課
題
が
獲
信
に
お
け
る
「
住
正
定
聚
」
の
一
事
に
あ
る
こ
と 
を
明
確
に
す
る
。
こ
の
確
認
に
立
っ
て
、
満
之
が
命
終
の
意
義
を
、
単
に
死
と
し
て
で
は
な
く
、
現
生
に
お
け
る
住
正
定
聚
の
歩
み
の
完 
遂
を
意
味
す
る
大
般
涅
槃
の
妙
果
の
証
得
と
し
て
了
解
し
、
住
正
定
聚
を
「
宗
教
上
ノ
大
安
心
」
す
な
わ
ち
「
死
生
の
問
題
」
に
つ
い
て 
の
安
心
立
命
が
実
現
す
る
位
に
他
な
ら
な
い
と
確
か
め
て
い
る
こ
と
を
、
最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
お
わ
り
に
以
上
、
石
水
期
の
「在
床
懺
悔
録
」
「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
と
い
う
二
つ
の
論
稿
を
通
し
て
、
満
之
の
現
生
正
定
聚
論
を
尋
ね
て 
き
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
本
論
に
お
い
て
確
か
め
た
通
り
で
あ
る
が
、
再
往
確
認
す
る
な
ら
ば
、
満
之
が
「在
床
懺
悔
録
」
に
お
い 
て
明
ら
か
に
す
る
現
生
正
定
聚
の
内
容
は
、
有
限
者
が
獲
信
に
お
い
て
無
限
に
対
す
る
関
係
を
覚
知
し
有
機
組
織:
王
伴
互
具
の
関
係
に 
目
覚
め
、
現
生
に
は
有
限
の
境
遇
を
完
全
に
脱
却
し
得
な
い
有
限
者
と
し
て
生
き
る
現
実
の
た
だ
な
か
に
、
本
願
を
憶
念
す
る
こ
と
に
お 
い
て
有
限
箇
存
の
観
念
に
生
き
る
我
が
身
の
事
実
を
照
知
し
、
か
つ
同
時
に
有
機
組
織:
王
伴
互
具
の
関
係
性
を
回
復
し
つ
つ
生
き
る
者 
と
な
る
こ
と
で
あ
る
、
と
了
解
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
満
之
は
、
「
他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
で
、
『大
乗
起
信
論
』
の
真
如
縁
起
、
 
『浄
土
論
註
』
の
二
種
法
身
説
を
思
想
的
背
景
と
し
て
「
絶
対
無
限
・
相
対
無
限
・
無
限
他
力
・
他
力
の
救
済
」
と
の
言
葉
で
衆
生
を
摂 
化
救
済
す
る
無
限
の
カ
用
を
推
究
し
、
無
限
の
力
用
に
よ
っ
て
有
限
無
限
の
関
係
に
目
覚
め
た
も
の
に
開
示
さ
れ
る
有
機
組
織
・
主
伴
互 
具
の
関
係
を
『浄
土
論
』
の
三
種
荘
厳
の
浄
土
に
重
ね
て
了
解
す
る
試
み
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
試
み
は
、
浄
土
を
未
来
に
期
せ
ら
れ
る
実
体
的
世
界
と
し
て
了
解
す
る
も
の
で
は
な
く
、
我
々
の
現
実
の
生
存
に
深
く
関
わ
り
、
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獲
信
に
開
示
さ
れ
る
世
界
と
し
て
了
解
す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
生
正
定
聚
を
当
来
の
世
に
浄
土
を
期
す
る
生
と
し
て
で
は
な
く
、
 
無
上
涅
槃
界
と
し
て
の
浄
土
に
、
回
帰
す
べ
き
処
世
の
帰
依
処
を
仰
ぐ
生
の
内
実
と
し
て
了
解
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の 
よ
う
に
確
か
め
ら
れ
る
宗
教
的
信
念
に
生
き
る
生
存
の
内
実
、
満
之
の
現
生
正
定
聚
論
の
推
究
は
、
満
之
が
「
〔
四
四
〕
信
後
行
業
」
で
、
 
一
旦
瞭
然
タ
リ
シ
関
係(
有
限
無
限
の
関
係
聿
者
注)
ハ
常
二
相
続
シ
テ
永
劫
不
断
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
有
限
個
立
的
ノ
宿
習
ハ
尚
其
習 
慣
惰
勢
ヲ
奮
テ
常
二
此
主
伴
互
具
ノ
関
係
ヲ
壅
蔽
セ
ン
ト
ス
ル
ヲ
免
レ
サ
ル
ナ
リ 
(
『全
集
』
第
二
巻
・
九
七
頁) 
と
述
べ
る
よ
う
に
、
ど
こ
ま
で
も
有
限
者
の
迷
妄
の
深
さ
を
見
据
え
、
迷
妄
存
在
と
し
て
の
自
身
の
現
実
を
一
歩
も
離
れ
る
こ
と
な
く
実 
現
す
る
仏
道
の
推
究
で
あ
っ
た
。
㉖
満
之
は
、
こ
の
二
つ
の
論
稿
を
執
筆
す
る
直
前
、
明
治
二
七
年
一 
ー
月
に
は
京
都
を
訪
れ
、
ま
た
翌
月
の
沢
柳
政
太
郎
の
解
職
を
受
け 
て
、
翌
年
一
月
七
日
に
は
沢
柳
の
垂
水
へ
の
来
訪
を
知
ら
せ
る
書
簡
を
稲
葉
昌
丸
宛
て
に
認
め
て
、
宗
門
の
現
状
に
対
し
時
機
を
と
ら
え 
て
具
体
的
な
行
動
を
早
急
に
起
こ
す
べ
き
旨
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
の
中
に
身
を
置
く
満
之
の
、
こ
の
二
つ
の
論
稿
に
お
け 
る
現
生
正
定
聚
論
の
推
究
は
、
本
論
に
お
い
て
も
確
か
め
た
結
核
療
養
中
の
自
己
に
お
け
る
切
実
な
救
済
へ
の
要
求
と
、
宗
門
時
事
(
人 
事
の
興
廃)
に
も
明
ら
か
な
各
々
箇
別
の
観
に
住
し
自
害
害
他
し
て
い
く
他
な
い
無
明
存
在
と
し
て
の
人
間
の
あ
り
方
を
、
自
ら
の
教
学 
的
思
索
の
上
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
い
と
な
み
で
あ
り
、
具
体
的
実
人
生
の
中
に
証
さ
れ
る
仏
道
を
推
究
す
る
い
と
な
み
で
あ
っ
た 
と
言
え
よ
う
。
石
水
期
に
満
之
が
推
究
し
た
現
生
正
定
聚
論
の
具
体
性
は
、
宗
門
革
新
運
動
へ
の
挺
身
、
「
病
床
雑
誌
」
「
徒
然
雑
誌
」
「
臘
扇
記
」
等 
の
日
録
に
克
明
に
記
さ
れ
る
様
々
な
人
生
の
問
題
、
死
生
の
問
題
に
自
ら
の
現
実
が
問
わ
れ
る
求
道
的
思
索
の
あ
ゆ
み
を
通
し
て
満
之
に 
確
か
め
ら
れ
、
や
が
て
精
神
主
義
へ
と
結
実
し
て
い
く
。
そ
の
こ
と
を
我
々
は
満
之
の
「
精
神
主
義
」
「
万
物
一
体
」
「
精
神
主
義
と
三 
世
」
「他
力
の
救
済
」
「
我
は
此
の
如
く
如
来
を
信
ず(
我
信
念)
」
等
の
み
な
ら
ず
、
精
神
主
義
の
諸
論
稿
の
諸
処
に
十
分
に
確
か
め
る 
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
々
の
詳
細
な
考
察
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。
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注
①
 
先
の
論
文
「石
水
期
・
清
沢
満
之
に
お
け
る
「現
生
正
定
聚
論
」
の
究
明(
上)
」
に
も
指
摘
し
た
明
治
二
八
年
二
月
一
日
付
の
稲
葉
昌
丸
宛
書
簡 
に
は
、
「如
是
文
庫
」
第
四
号
に
所
蔵
し
て
い
る
『真
宗
宝
典
』
漢
文
篇
を
実
父
永
則
に
託
し
て
ほ
し
い
旨
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『真
宗 
宝
典
』
に
は
浄
土
三
部
経
、
七
祖
の
聖
教
、
『教
行
信
証
』
『六
要
鈔
』
『文
類
聚
鈔
』
『愚
禿
鈔
』
『入
出
二
門
偈
』
等
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
〔療
養
雑
記 
第
一
〕
に
は
、
二
月
一
八
日
に
書
籍
寄
贈
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
「願
成
就
文
梵
漢
対
弁 
南
条
文
雄
よ
り
」
と
の
記
事
が
見
ら 
れ
、
同
じ
く
二
月
中
の
記
事
と
し
て
『大
経
』
第
十
八
願
の
「
乃
至
十
念
」
第
二
十
願
の
「係
念
我
国
」
を
め
ぐ
っ
て
『無
量
寿
経
』
梵
本
と
異
本 
に
関
心
を
示
す
内
容
の
日
録
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
の
「〔
ー
 
ー
五
〕
自
力
他
力
」
ま
で
を
二
月
二
十
日
に
書
き
終
え
た 
後
、
執
筆
を
中
断
し
、
二
月
ー
ー
ー
日
に
龍
樹
『十
住
毘
婆
沙
論
』
「易
行
品
」
、
世
親
『浄
土
論
』
、
曇
鸞
『論
註
』
、
翌
二
ニ
日
に
曇
鸞
『論
註
』
下 
巻
の
再
読
、
道
綽
『安
楽
集
』
、
善
導
『観
経
疏
』
「玄
義
分
」
と
二
日
に
わ
た
っ
て
聖
教
を
展
読
し
た
こ
と
が
〔
療
養
雑
記 
第
二
〕
に
記
さ
れ
て 
い
る
。
「〔
二
六
〕
方
便
」
以
降
「〔
四
一
〕
獲
信
因
果
」
ま
で
は
こ
の
展
読
直
後
の
二
月
二
三
日
か
ら
三
月
四
日
ま
で
の
思
索
内
容
で
あ
る
。
そ
の
後
、
 
再
び
三
月
ニ
五
日
ま
で
執
筆
を
中
断
し
、
そ
の
間
の
三
月
五
日
に
は
善
導
『観
経
疏
』
「序
分
義
」
「定
善
義
」
の
展
読
を
行
っ
て
い
る
。
②
 
「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
の
自
筆
稿
に
は
満
之
自
身
に
よ
る
文
章
移
動
の
指
示
が
な
さ
れ
て
お
り
、
「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
が
「〔
三
〕
有
限 
無
限
」
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る(
『清
沢
満
之
「哲
学
骸
骨
集
」
』
真
宗
総
合
研
究
所
編
「"
他
力
門
哲
学
骸
骨
試 
稿
」
注(7)
参
照)
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
満
之
は
「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
に
お
い
て
、
他
力
門
仏
教
、
特
に
「在
床
懺
悔
録
」
で
確
認
し
た
真
宗 
の
教
説
を
、
自
身
が
宗
教
を
語
る
上
で
の
課
題
語
で
あ
る
「有
限
無
限
」
を
も
っ
て
体
系
づ
け
よ
う
と
試
み
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
③ 
「思
想
は
有
機
体
な
り
」(
『宗
教
哲
学
骸
骨
自
筆
書
入
』
『全
集
』
第
一
巻
・
四
一
頁)
。
④ 
『全
集
』
第
一
巻
・
一
六
一
頁
。
⑤ 
藤
田
正
勝
『現
代
語
訳
宗
教
哲
学
骸
骨
』(
法
藏
館
、
二
〇
〇
二
年)
「解
説
」
参
照
。
⑥ 
『全
集
』
第
四
巻
・
ー
 
ー
ー
七
〜
九
頁「
〔6
。
。
ユ
/
巳
」
〇
⑦
 
『全
集
』
第
一
巻
ニ
ー
三
一
七I
三
四
〇
頁
。
⑧
 
『全
集
』
第
二
巻
・
四
七
頁
。
こ
の
「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
「〔
五
〕
有
限
の
外
に
無
限
あ
り
」
に
基
づ
い
て
金
子
大
栄
は
、
満
之
の
「有
限
外 
無
限
・
無
限
内
有
限
」
と
の
了
解
を
、
「満
之
先
生
は
宗
教
と
は
有
限
と
無
限
と
の
対
応
で
あ
る
と
道
破
せ
ら
れ
た
。
有
限
よ
り
見
れ
ば
無
限
は
有
限
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の
外
に
あ
り
、
無
限
よ
り
見
れ
ば
有
限
は
無
限
の
内
に
あ
る
。
こ
れ
は
対
応
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
れ
ば
そ
の
対
応
と
は
、
即
ち
相
応
と
い
う 
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」(
絶
筆
『光
輪
鈔
』
「対
応
の
行
信
」
『親
鸞
教
学
』
第
二
九
号
ー
頁)
と
述
べ
、
「対
応
・
相
応
」
と
了
解
し
、
『浄
土
論
註
』
 
讃
嘆
門
釈
と
の
関
係
に
お
い
て
了
解
し
て
い
る
。
『全
集
』
第
二
巻
・
四
三
頁
。
『全
集
』
第
二
巻
・
四
七
頁
。
『全
集
』
第
一
巻
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
第
六
章
「安
心
修
徳
」
取
意
。
満
之
が
『大
乗
起
信
論
』
の
教
説
に
よ
っ
て
無
明
を
了
解
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
こ
れ
は
、
『起
信
論
』
に
「心
起
と
は
初
相 
の
知
る
べ
き
有
る
こ
と
無
し
。
而
か
も
初
相
を
知
る
と
言
ふ
は
即
ち
謂
く
無
念
な
り
。
是
の
故
に
一
切
衆
生
を
ば
名
け
て
覚
と
為
さ
ず
。
本
よ
り
来 
(
こ
の
か
た)
念
念
相
続
し
て
未
だ
嘗
て
念
を
離
れ
ざ
る
を
以
て
の
故
に
、
無
始
の
無
明
と
説
く
」(
拙
訳
『大
正
蔵
』
第
三
二
巻
・
布|
匕)
と
説 
か
れ
る
内
容
を
も
踏
ま
え
て
の
了
解
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
『全
集
』
第
二
巻
・
六
五
頁
。
『全
集
』
第
二
巻
・
六
四
頁
。
『全
集
』
第
二
巻
・
六
五
頁
。
『論
註
』
順
菩
提
門
證
菩
提
門
の
「智
慧
慈
悲
方
便
」
の
教
説
を
背
景
と
す
る
了
解
と
考
え
ら
れ
る
。
『全
集
』
第
二
巻
・
六
五
頁
。
『真
聖
全
』
ー
ニ
ー
三
一
九
頁
。
『定
親
全
』
一
・
一
九
五
頁
。
『定
親
舍
三
・
一
七
一
頁
。
「西
方
問
答
」(
『全
集
』
第
七
巻
・
一
五
五
頁)
。
『宗
教
哲
学
骸
骨
』
第
六
章
「安
心
修
徳
」(
『全
集
』
第
一
巻
ニ
ー
頁)
。
『真
聖
全
』
一
・
二
六
九
頁
。
「〔
四
三
〕
正
定
不
退
」
に
つ
い
て
は
「最
後
の
四
三
、
四
四
、
四
五
の
三
節
は
他
の
諸
節
と
異
な
り
た
る
紙
に
記
さ
れ
、
共
に
綴
ら
れ
て
あ
ら
ざ
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し
」(
『清
沢
全
集
』
第
一
巻
三
一
ハ
頁
、
無
我
山
房)
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
「〔
四
三
〕
正
定
不
退
」
以
降
は
、
満
之
自
身
に
よ
っ
て
、
そ
れ 
ま
で
の
箇
所
と
一
緒
に
綴
ら
れ
て
お
ら
ず
、
満
之
の
生
前
に
、
現
在
製
本
さ
れ
て
い
る
形
態
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
「〔
四
三
〕
正
定
不
退
」
 
以
降
を
「他
力
門
哲
学
骸
骨
試
稿
」
に
お
け
る
一
連
の
思
想
と
し
て
考
え
う
る
か
否
か
と
い
う
点
に
お
い
て
問
題
と
な
る
。
満
之
は
、
「他
力
門
哲
学 
骸
骨
試
稿
」
の
項
目
に
序
数
を
付
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
「迷
悟
凡
聖
」
〜
「獲
信
因
果
」
が
記
さ
れ
た
「三
月
四
日
」
か
ら
日
数
を
お
い
て
、
「〔
四 
三
〕
正
定
不
退
」
は
「
三
月
二
六
日
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
段
「〔
四
二
〕
獲
信
因
果
」
の
末
に
は
、
「〔
四
三
〕
正
定
不
退
」
の
冒
頭
に 
記
さ
れ
る
図
と
、
同
内
容
の
も
の
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
論
で
は
そ
の
思
想
内
容
の
つ
な
が
り
を
窺
う
こ
と
が
十
分
に
可
能
で
あ
る
と
考 
え
る
。
満
之
は
「住
正
定
聚
故
必
至
滅
度
」
の
必
然
的
関
係
を
「無
限
他
力
」
「他
力
の
救
済
」
と
い
う
力
動
的
な
無
限
理
解
を
通
し
て
了
解
す
る
。
こ
れ 
は
近
世
真
宗
教
学
に
見
ら
れ
る
現
益
と
し
て
の
正
定
聚
と
当
益
と
し
て
の
滅
度
と
い
う
現
当
二
益
に
お
け
る
住
正
定
聚
理
解
と
は
異
な
る
も
の
で
あ 
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
近
世
真
宗
教
学
に
お
け
る
「住
正
定
聚
」
理
解
を
二
、
三
挙
げ
て
お
く
。
円
乗
院
宣
明
は
『教
行
信
証
講
義
』
 
に
お
い
て
、
「現
生
に
正
定
聚
の
位
に
等
と
云
ふ
処
を
。
今
は
即
時
入
大
乗
正
定
之
聚
と
宣
ふ
。
即
時
と
は
易
行
品
に
即
時
入
必
定
と
あ
り
。
入
大
乗 
正
定
之
聚
と
は
論
註
に
仏
力
住
持
等
と
あ
り
。
然
れ
ば
十
一
願
に
住
正
定
聚
と
は
現
益
也
。
」(
『教
行
信
証
講
義
集
成
』
三
七
ハ
四
頁)
と
述
べ
る
。
 
ま
た
、
皆
往
院
は
『教
行
信
証
講
義
』
に
お
い
て
、
「今
の
文
は
初
め
に
現
益
に
約
し
て
正
定
聚
を
釈
す
。
次
に
浄
土
に
約
し
て
滅
度
を
釈
す
。
」(
同 
右
三
七
九
一
頁)
と
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
了
解
に
見
ら
れ
る
現
当
二
益
の
理
解
に
お
い
て
は
、
住
正
定
聚
故
必
至
滅
度
を
実
現
す
る
力
動
的
な
展
開 
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
は
裏
面
か
ら
言
え
ば
、
当
来
の
世
に
救
済
を
期
す
る
来
世
主
義
を
肯
定
す
る
こ
と
と
い
え
よ
う
。
「保
養
雑
記 
第
二
篇
」(
『全
集
』
第
八
巻
・
一
三
二
頁)
に
は
十
一
月
八
日
か
ら
京
都
に
滞
在
し
沢
柳
政
太
郎
、
稲
葉
昌
丸
、
井
上
豊
忠
、
今
川 
覚
神
と
面
会
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
月
十
九
日
に
舞
子
に
帰
る
。
「臘
扇
記 
第
一
号
」(
『全
集
』
第
八
巻
二
七
八 
頁)
に
は
、
こ
の
頃
の
こ
と
を
回
想
し
て
「廿
七
年
在
京
都
新
烏
丸
頭
町
寓
咯
血
之
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『全
集
』
第
九
巻
・
一
〇
二
頁
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